
２．平成２４年度　行財政改革支援等特別交付金事業の個別評価について
【小規模市町村支援・広域連携事業支援用　個別表】

（記載要領）
１　事業毎に調書を作成すること

各市町でそれぞれごみ処理施設を建設した場合の合計事業費

２　「期待される事業効果等に対する達成状況」については、「達成」、「未達成」を記入し、その理由を右欄に記載すること。

行革効果(a)-(b) 2,321,000

広域ごみ処理施設建設の場合の事業費

本事業を行わなかった
場合に係る経費等(a)

7,518,000

本事業の実績額(b) 5,197,000

計画数値の内容 新ごみ処理施設の建設事業費（千円）※広域連携した場合としなかった場合の全事業費の比較

年度 全体事業費

主な実績数値
（出来高数値等）

新ごみ処理施設整備事務局の運営　　負担金 ２，５００千円

期待される事業効果等
に対する達成状況

達成 （左の理由）
　行革効果が表れるであろう施設建設が後年度に予定されているため、建設事業が実
施されれば達成される。

事業概要
　清掃工場の整備は各市町の財政力では単独整備など到底できるはずもなく、近隣市町が一体となって整備することとなり、現行の宮津市
の清掃工場に替わる新施設の完成を目指した協議会を組織し、事務局を与謝野町役場に置いて事務事業を行う。

期待される事業効果等
　当地域の課題となっているごみ処理問題を、1市2町が事務事業から連携し取り組むことで、候補地選定から建設事業実施までの長期にわ
たる大規模事業を、効率的かつ一体的に実施することができる。

事業実績

取組状況

　現在の本町における可燃ごみの処理は宮津市にある清掃工場で行っており、伊根町とともに宮津市に処理業務を委託している。その清掃
工場も地元との協定により移転する計画であり、新たな清掃工場の建設が必要である。
　清掃工場の建設は各市町の財政力では単独整備など到底できるはずもなく、近隣市町が一体となって整備することとなり、現行の宮津市
の清掃工場に替わる新施設の完成を目指した協議会を組織し、事務局を与謝野町役場に置いて事務事業を行う。
　当地域の課題となっているごみ処理問題を、1市2町が事務事業から連携し取り組むことで、候補地選定から建設事業実施までの長期にわ
たる大規模事業を、効率的かつ一体的に実施することができる。
　なお、平成25年4月1日より一部事務組合化。

宮津与謝広域ごみ処理施設整備事業

事業着手前

課題・現状

　現在の本町における可燃ごみの処理は宮津市にある清掃工場で行っており、伊根町とともに宮津市に処理業務を委託している。
　その清掃工場も地元との協定により移転する計画であり、京丹後市も含めた丹後全域の枠組みで新たなあり方を模索してきたところであ
る。
　各市町の財政力を勘案すれば、当然単独で清掃工場の整備などできるはずもなく、協議の結果、本町の可燃ごみ処理は宮津市・伊根町と
ともに引き続き1市2町の枠組みで行うこととなり、現状に替わる新たな清掃工場の建設を検討することとなった。

広域連携事業支援

京都府行財政改革支援等特別交付金　自己評価調書
団体名 与謝野町

事業名・実施項目支援区分



２．平成２４年度　行財政改革支援等特別交付金事業の個別評価について
【小規模市町村支援・広域連携事業支援用　個別表】

（記載要領）
１　事業毎に調書を作成すること
２　「期待される事業効果等に対する達成状況」については、「達成」、「未達成」を記入し、その理由を右欄に記載すること。

行革効果(a)-(b) 4,800 4,800 4,8005,600 4,800

5,100

本事業の実績額(b) 300 300 300 300 300

5,900 5,100 5,100 5,100
本事業を行わなかった
場合に係る経費等(a)

24 25 26 27 28

計画数値の内容

年度

京丹後ブランドチャレンジショップ運営事業補助金（千円）※都市部でPR活動のために店舗運営を直営で行った場合の想定事業費と比較

主な実績数値
（出来高数値等）

与謝野町負担金　３００千円

期待される事業効果等
に対する達成状況

達成 （左の理由）

　丹後地域の魅力発信は市町単体ではなかなか効果が得られるものではなく、丹後地
域が協力してＰＲを行うことにより都市部の消費者にも魅力が理解されやすい。知名
度向上や販路拡大にはまだ時間をい要すると考えるが、引きつ続き近隣市町と連携し
て取り組んでいきたい。

事業概要
　京丹後市、宮津市、与謝野町や丹後地域各団体が連携して、丹後地域の魅力を大消費地において発信することを目的に、京都市堀川商
店街にアンテナショップ「ホッと丹後」を運営し、丹後地域の観光情報の発信や産品のPRを行う。

期待される事業効果等
　丹後地域の魅力を広域的に連携して発信することで、それぞれの魅力がまとまりを持って、相乗効果的に発信できるとともに、コスト面等に
おいても効果的に事業実施を行うことができる。

事業実績

取組状況

　京丹後市、宮津市、与謝野町が連携して、丹後地域の魅力を大消費地において発信することを目的に、京都市堀川商店街にアンテナ
ショップ「ホッと丹後」を運営し、丹後地域の観光情報の発信や産品のPRを行う。
　丹後地域の各市町が連携して取り組むことにより情報発信機能が強化され、丹後地方の魅力をより効果的にPRすることができ、コスト面に
おいても効果が期待できる。

丹後地域魅力発信事業

事業着手前

課題・現状
　長引く不況の影響の中、当町を含めた丹後地域においては地場産業・観光産業の活性化が課題となっており、都市部などで地域の魅力・
情報発信を行うためには、単体の市町村を単位とするのではなく、広域を単位とした事業実施や発信が必要となっている。

広域連携事業支援

京都府行財政改革支援等特別交付金　自己評価調書
団体名 与謝野町

事業名・実施項目支援区分



２．平成２４年度　行財政改革支援等特別交付金事業の個別評価について
【小規模市町村支援・広域連携事業支援用　個別表】

（記載要領）
１　事業毎に調書を作成すること
２　「期待される事業効果等に対する達成状況」については、「達成」、「未達成」を記入し、その理由を右欄に記載すること。

行革効果(a)-(b) 2,215 652,438 651,792 650,594 650,488

本事業の実績額(b) 1,840 542,026 541,490 541,490 540,406

本事業を行わなかった
場合に係る経費等(a)

4,055 1,194,464 1,193,282 1,192,084 1,190,894

計画数値の内容 今回事業で借り入れた地方債の元利償還金に係る一般財源（元利償還金－交付税算入額）、利子償還の始まる平成25年度から計上（単位：円）

年度 25 26 27 28 29

主な実績数値
（出来高数値等）

与謝野町負担金（地方債充当残）　５３８千円

期待される事業効果等
に対する達成状況

達成 （左の理由）
　一部事務組合の限られた財源だけに頼ることなく、構成市町の持つ有利な財源を活
用することで地域全体で大きな負担軽減を図ることができた。

事業概要
　宮津与謝消防組合が実施する設備整備事業に係る地方債充当部分を構成市町で負担することにより、過疎債や合併特例債といった一部
事務組合では活用できない有利な財源を活用することができ、現年度のみならず後年度の財政負担を軽減することができる。

期待される事業効果等
　常に有利な財源を求めることで、一部事務組合の負担だけでなく構成市町の負担も軽減することができるとともに、消防だけでなく他の事
業への応用が期待できる。

事業実績

取組状況
　宮津与謝消防組合が実施する設備整備事業に係る地方債充当部分を構成市町の財源で直接負担することにより、過疎債や合併特例債と
いった一部事務組合では活用できない有利な財源を活用することができ、現年度のみならず後年度の財政負担を軽減することができる。

宮津与謝消防組合設備整備事業

事業着手前

課題・現状
　宮津与謝消防組合は宮津市と伊根町、与謝野町で構成されている一部事務組合であるが、住民の安心・安全のために常に設備の充実を
図る必要があり、その財源の捻出に構成市町も苦慮しているところである。

広域連携事業支援

京都府行財政改革支援等特別交付金　自己評価調書
団体名 与謝野町

事業名・実施項目支援区分


